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雇
用
促
進
住
宅
に
関
す
る
質
問
主
意
書

独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
が
所
管
す
る
雇
用
促
進
住
宅
に
つ
い
て
、
次
の
質
問
を
す
る
。

一

雇
用
促
進
住
宅
に
つ
い
て
は
平
成
十
三
年
十
二
月
十
九
日
の
閣
議
決
定
お
よ
び
平
成
十
七
年
十
二
月
二
十
二
日
の
閣
議
決

定
に
お
い
て
「
で
き
る
だ
け
早
期
に
廃
止
」
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
平
成
十
九
年
六
月
二
十
二
日
の
閣
議
決
定

に
お
い
て
「
遅
く
と
も
平
成
三
十
三
年
度
ま
で
に
す
べ
て
の
処
理
を
完
了
す
る
」
と
具
体
的
な
廃
止
期
限
が
改
定
さ
れ
た
。

現
内
閣
は
、
こ
の
方
針
を
受
け
継
い
で
い
る
。
な
ぜ
、
雇
用
促
進
住
宅
は
廃
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。
安
倍
内
閣
と
し

て
の
見
解
を
お
示
し
頂
き
た
い
。

二

雇
用
促
進
住
宅
に
は
、
平
成
二
十
六
年
七
月
三
十
一
日
時
点
で
全
国
の
一
二
六
二
住
宅
に
一
二
〇
四
一
二
戸
の
住
居
に
居

住
し
て
い
る
人
が
存
在
す
る
。
ま
た
、
平
成
二
十
五
年
度
の
収
支
を
み
て
も
収
入
は
約
二
三
九
億
円
で
支
出
は
約
一
九
一
億

円
と
な
り
、
政
府
の
財
政
を
圧
迫
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。

独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
の
方
針
に
よ
る
と
、
民
間
売
却
等
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は
平
成

三
十
年
度
か
ら
三
十
一
年
度
の
間
に
退
去
を
求
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

現
在
、
居
住
し
て
い
る
人
は
既
に
高
齢
の
人
が
多
く
、
今
の
住
居
を
拠
点
に
仕
事
や
生
活
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
人
間
関

一



係
な
ど
が
築
き
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

高
齢
の
方
が
退
去
さ
せ
ら
れ
、
住
み
慣
れ
た
環
境
が
激
変
し
た
場
合
、
心
身
な
ら
び
に
経
済
面
に
与
え
る
悪
影
響
は
甚
大

な
も
の
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
三
十
三
年
度
ま
で
に
全
廃
す
る
と
い
う
閣
議
決
定
を
撤
回
す
る
か
も
し
く
は
、
変

更
し
、
引
き
続
き
、
居
住
を
可
能
と
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
考
え
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


